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通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年１月 14 日に公表いたしました 2026 年２月期（2025 年３月 1 日～2026 年２月

28 日）の通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

  

記 

  

１．2026年２月期通期業績予想と実績値の差異について（2025年３月１日～2026年２月28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

6,453 

百万円 

△30 

百万円 

△65 

百万円 

8 

円 銭 

△3.09 

実績（B） 6,460 △15 △48 △227 △52.35 

増減額（B-A） 7 15 17 △235  

増減率（％） 0.1 ― ― ―  

（ご参考） 

前期実績 

（2025 年２月期） 

6,492 115 87 59 8.93 

 

２．差異の理由 

当会計年度の業績につきましては、前回公表の業績予想において下期以降の消費需要の回復

を見込んでおりましたが、消費者の節約志向の定着等により、既存店売上高および入店組数が前

回予想を下回る推移となりました。また、人件費の上昇や食材価格・エネルギーコストの更なる

高騰が利益を圧迫する状況が続いております。加えて、足元の店舗収益性の低下や今後の不透明

な経済情勢、資本市場の動向を踏まえ、将来キャッシュ・フローの見積りに当たり、より慎重な

前提条件を適用いたしました。 

 



これに伴い、固定資産の回収可能性を検討した結果、特別損失として減損損失を計上いたしまし

た。この結果、当期純利益は△227 百万円となり、前回公表数値を大幅に下回りました。 

 

以 上 


